
平成24年 度第 1回  桔梗が丘自治連合会 議事録

日 時
平成 24年 4月 21日 (十)

19:30～ 22 1 0

所場 桔梗が丘公民館 大会議室

出 席 者

31名  平成 23年 度、 24年 度の自治会 (区)長

(詳細は男1紙記載)

欠 席 2名 (仁科、小幡。)

自治連合協議会 5名 (阪本、廣岡、吉野、加納、梅本。)

公民館事務局  3名 (中村、山中、松村。)

名張市地域部  J名 (森田)

議事

1 決議事項

(1)議 事録署名人

(2)平 成 23年 度自治連

合協議会の事業報告承認に

大垣副l代表幹事が司会を務め会議が始まつた。

議長から、「本 日は平成 24年 度の最初の会合となるので、新

I日の区長 自治会長の出席のもと会議を進めさせていただく。J

と述べた.

辻森代表幹事の開会の挨拶の要旨。

平成 24年 度の最初の定例自治連合会の開催に際し、新

日の各地区の代表者に集まっていただきお礼を申し上げ

る。

1年 FFD自治連合会並びに協議会の活動にご協力をよろし

くお願いする。又健康に,ま充分留意して頂きたい。

木日は名張市地域部の森日氏、及び協議会の 3委 員長、

6部 会長にも出席いただいている旨を述べた。

議事に入る前に、新 しい桔梗が丘公民館長 ・中村満氏と名張

市地域経営室の森田氏から挨拶があった。

その後、出席者全員が自己紹介をした。

大垣冨1代表幹事から、平成 24年 度の自治連合会の代表幹事等

の承認までを進行させていただく、その後は新しい副代表幹事

さんにバ トンタッチをする旨を述べた。

自治連合協議会規約第 46条 第 2項 の規定により、議事録署

名人に北森輝夫氏、野邊薫氏を選任 し承認された。

議長から、「本 国は協議会の 3委 員会の委員長及び 6事 業部会

の部会長 (但し教育文化部会は代理)に 出席いただき、「平成 2



関する件 3年 度自治連合協議会の事業報告Jを 行います。最初に全ての

報告をいただき、質問はその後お受けする事としたい。Jと 述

べ了承された。

引き続き、各委員長、部会長から事前配布された別l添え資料に

基づき概ね次のような報告があった。

く総務委員会>

大垣総務委員長の報告の要旨 (具体的な内容は資お「参照)。

総務委員会の事業計画は全項目にわたってほぼその目的

を達成できたと思 う。

5月 7日 (土)午 後 1時 30分 から定時総会開催。予定

された議事は全て承認された。

規約 規則の改定は、桔梗が丘自治連合協議会自主防災

隊規約、災害時要援護者支援制度にかかる個人情報取扱

規則を定めた。

財政の安定化のための積立金は当初の予定通 り計上でき

た.

公民館との協働事業として 10月 に講演会を実施 した。

事業の成果を高める為の講演会 (5月 22日 (日))と 「ま

ちづくりJに 生かすための具体的事例研究の研修会 (6

月 22日 (日))を 実施した。

・ 講演会とFll修会は今後の協議会の運営及び活動に向けて

大変有意義であったので、今後も進めていきたい。

く企画運営委員会>

阪本企画運営委員長の報告の要旨(具体的な内容は資料参照).

平成 22年 度から引き続き地域ビジョンの策定作業を重

点的に進めた結果、昨年 10月 末に最終案が出来上がっ

た。

地域ビジョン (最終案)は 、昨年 10月 80日 (日)の

住民説明会の実施、 11月 19日 (t)開 催の桔梗が庄

自治連合協議会臨時総会にて正式に承認され、6つ の基

本的方向指針 と7つ のプロジェクト事業から成る 「桔梗

が丘 “はっとまち"構 想Jが 新 しい地域ビジョンとして

スター トした。

その後、平成 24年 3月 3日 (土)名 張市内 15地 域の

地域ビジョン発表会に参加、 3月 5日 (月)に は桔梗が



丘地域内全家庭に、その冊子を配布 した。

平成 24年 度に入つて、プロジェク ト推進チームを設置

して、地域ビジョンの具体化に向けた検討会議を開催 し

ている。

・ その他の事業として、実験的なガレージベンチの設置や

コミュニティビジネスの検討を始めるに当たり、すずら

ん台地区の視察、ライフサポー トセンターの資料を入手

した。

・ 事業部会への提案、事業評価システムの検討については、

地域ビジョン策定後の作業と捕らえ、プロジェク トチー

ムの作業と運動しながら進める事にした。

・ 予算執行は 350, 000円 の予算に対 し、地域ビジョ

ン冊子の作成費 305, 550円 を計上した。

く広報委員会>

野邊広報委員長の報告の要旨 (具体的な内容は資料参照)。

I日まちづくり委員会から協議会に移行 した 2年 間を振 り

返 りながら、この間の広報活動の報告をする.

ホームページは更新が遅れていたが、最近は良くなつて

きている。

ききょう通信は予定通 り発行できた。今年の 3月 には 5

0号 の節 目を向かえることが出来た。

こうした広報活動に、広範囲な住民の皆さんの意見を取

り入れたいと思っていたが、充分ことが出来なかったの

で、平成 24年 度は、この面の作業に力を注ぎたいと考

えている。皆さんのご協力をよろしくお願いしたい。

詳細は資料に記載したので、ご一読いただきたい。

く健康推進部会>

高槻健康推進部会長の報告の要旨(具体的な内容は資料参照)。

敬老の日の行事として、9月 17日 に 70歳 と88歳 の

方に長寿記念品、 70歳 以上の方にお祝い品を贈った。

ききょう健康まつりを開催。今年はウオーキングと健康

まつりを別々に実施 した。四季の里へのウオーキングは

参力Π者 40人 .健 康まつりには合計 250人 の参加があ

り、特に健康測定は例年どおり好評であつた。



ニュースポーッ世代間交流大会を平成 24年 3月 24日

に開催。天候が悪くグランドゴルフは中止 したが、参カロ

者は47人 あり、そのうち子供は21人 と好評でした。

枯梗が匠体操会との協働事業は予定どおり進めた。

ききょう健康講座として、ベルフラフー教室の開催、「大

腸がんを知るJと 題 した二重大医学部付属病院の井上医

師の講演会の実施、「集団がん検診」を昨年 11月 20日

に実施した。住民の皆さんの関′らも高く、好評であつた。

「桔梗が丘げんき通信Jを 8回 発行した。

名張市の健康講座への参加を予定していたが、平成 23

年度は開催されなかつた。

く住民交流部会>

廣岡住民交流部会長の報告の要旨(具体的な内容は資料参照)。

住民交流部会は、住民相互の規睦を深める目的と交流の

場の提供を柱とした、「ききょう夏まつりJと 「ハッピー

ニューイヤーききょうフェスタJを 実施した。

夏まつ りは今年が8回 日の開催となつたが、当日、天候

が少 し′心配されたが、無事実施することができた。参力|

者にも大変好.Tであつた。

ハッピーニューィャーききょうフェスタは、地域の子 ど

も達を対象とした催 しですが、地域福祉部会、教育文化

部会の協力を頂いて実施し、無事終了した。

1月 9日 (月 祝)は 、2番 町どんど保存会の協力で 「ど

んど行事Jを 実施 したが、地域の伝統行事として年々参

加者が増え、賑やかに開催することができた。

く教育文化部会>

竹原部会長欠席の為、佐田部会員 (南3区 区長)か らの報告

の要旨.

・ 桔"ず セ ミナーを夏休み4回 、冬 1回 開催 した。これは

料理、科学を始めとする講座を地域の子どt)を対象にし

て実施した。参加者の子ども達は勿論、多くの大人のボ

ランティアさんの協力もあり有意義な催 しでした。

夏のコースでは 「桔梗夏まつりJに 、冬のコースでは 「ハ

ッピーニューィャーききょうフェスタ」にも参加 して成



果を発表、子ども達の為にも良かった。

第 15回 の 「青少年が語る心の思い発表会Jを 例年通り

桔梗が丘公民館展に合わせて開催。歴史のある行事で地

域住民の方にも好評でした。

ふるさと歴史ハイキングを今年度は 「秋の滝之原を歩こ

うJと 題して実施。参加者は79人 。

私の一冊文庫は、地域の子ど1)達に本の読み聞かせをす

るボランティア事業で毎月第 3土曜日に開催した。

予算額 385, 000円 に対して、執行額は367, 6

43円 となつた。

く生活安全部会>

吉野生活安全部会長の報告の要旨(具体的な内容は資料参照)。

・ 普通救命講習会を 2回 開liした。場所は名張消防署の研

修室。参加者は昨年 5月 14人 、平成 24年 3月 は 13

人でした。毎回の参カロ者を20人 としているので、今後

は参加への啓蒙に力を入れたい。

平成 23年 度もAEDの リースを継続 し、 リース代を計

上した。

防犯パ トロールを6人 の隊員で、毎月4回 2台 の青色回

転灯装着車で行つた。今後の課題は隊員の確保です。

命の笛を例年通 り地域の3小 学校の新入生と転校生及び

笛を無くした児童に贈呈した。

地域内の危険箇所の解消、改善に取 り組んだ。成果も出

ているので、次年度も継続して取り組む。

・ 桔梗が丘自治連合協議会の自主防災隊の体制づくりも出

来たので、今後はこの規約に沿つて活動 していく。要援

護者支援制度の概要ができた。課題はこれをどのように

生かしていくのか、当部会も協力していきたい。

・ その他、地域内の道路標示の改善に取 り組んだ。その成

果も出た。

く快適環境部会>

加納快適環境部会長の報告の要旨(具体的な内容は資料参照).

・ 地球温暖化対策事業として、昨年 5月 8日 (日)に 地域

の家庭にゴーヤの苗を2000株 配布した。そのあとゴ



―ヤ料迎教室、我が家のゴーヤ自慢写真展、ゴーヤお持

ち帰 リコーナーの設置などを実施 し、地球温暖化防止啓

蒙に一役買つた。次年度も実施したいと考えている。

地域環境保全 ・教育啓発事業として、昨年 6月 ゲンジボ

タル観賞会を桔梗が丘南公民館とシャックリ川で実施し

(参カロ者約 150人 )した。本年 1月 8日 (日)には、バー

ドウオッチングを 10号 公園と西徳明池で実施 した。参

カロ者は約 50人 。

ここまでの事業は(財)自治総合センターからの助成事業

として実施 した。助成額は50万 円.

昨年 6月 5日 (日)の 名張市クリーン作戦に贅同して 「桔

梗クリーン作戦を実施。参カロ者は 30人 。別途に 3番 町

自治会が団体参カロをした。

く地域福祉部会>

梅本地域福祉部会長の報告の要旨(具体的な内容は資料参照)。

民生委員を中心とした地域福祉部会は、以下のような事

業を実施 した。

高齢者 ・障がい者への友愛訪問を毎月一回 「陽だまりJ

を持つて安否確認に訪れた。

年末には 75歳 以上の 1人暮 らし等の、見守 りが必要な

方々に 「友愛.lJ問Jを 実施 した。

昨年 5'129日 (日)「高齢者のつどいJを 地域の80歳

以上の方を対象に実施した、参加者は 158人 .

地域内 14箇 所で開かれているいきいきサロンに補助金

を支出。

例年通 り地域内 7笛 所のグループホームの交流会を昨年

11月 に実施 した。障がい者 20人 、ワーカー 6人 、民

生委員23人 が参カロ.

赤ちゃんちびっ子なかよし広場を実施した。

配食サービスを行つている 「友～友J「いこいJの 両グル

ープに協lal事業として参画した.

引き続き議長は意見を求めた。

総務、企画運営、広報委員会に対する質問は無く、健康推進

部会、住民交流部会、教育文化部会に対 しても無かつた。生活

安全部会、快適環境部会、地域福祉部会に対する質問。



(3)平 成 24年 度自 .・・連

合会代表幹事等の承認に関

する件。

(4)平 成 23年 度決算報

告に関する件

く協議会会計>

Q命 の笛の贈呈数はどんな内容か。

A学 校にF.0い合わせて、希望数を聞いている。 (新入生 転校

生 ・笛を無くした児童の数)

Qい きいきナロンヘの補助はどんな内容か。

A参 加者 1人 あたり300円 を自治連合協議会から支払い、

市社協から100円 が年度末に補助される.

QI方犯パ トロールで問題が発生した事はあるか。

A幸 い一件も無い。

生活安全部会に対 して、各地区で防災副練を計画した場合協

力を頂きたいとの要望が出され吉野部会長は r承 した。

引き続き議長は、この事業報告書を原案通り承認 し定時総会

に諮ることを採決 した結果、全員挙手し可決 した。

平成 23年 度辻森代表幹事から、「平成 24年 度自治連合会の

幹事 5名 が各ブロックから選任 された。 (第1プ ロック辻森保

蔵、河合進、第 2ブ ロック武仲元男、第 3ブ ロック上円博、第

4プ ロック東弘文)定 l■l会の前にこの中から代表幹事候補に

辻森保蔵氏、副代表幹事候補に上国博氏を推すことに決した。J

と報告があった。

議長が諮つた,i、他に立候補者する者は無く、議長は 「平成

24年 度代表幹事 :辻森保蔵氏 (再任)副 代表幹事に上国博氏

(新任)を 選任することにしたいJ述 べ採決 した結果、全員挙

手し提案の通 り選任することが決定した。

く会議の司会tt行が上国副代表幹事と交代>

松村事務局次長から、平成 23年 度協議会会計決算/1・別添資料

に基づき報告があった。

く協議会会計決算報告の概要>

収入の部、支出の部とも項のみ記載。日の詳細は決算書を参照.

収人の部 予算額

会費     1, 000,

交付金  10, 915,

補助金      260,

助成金     552,

報償費     210,

000円

200円

000円

340円

000円

決算額

1, 000,

10,919,

270,

552,

210,

0 0 0円

470円

700円

340円

000円



雑収入      10,

繰越金   5, 655,

合計    18, 602,

支出の部 予算額

総務費 3, 187.

企画運営費   350,

広報費      322,

健康推進費 2, 360,

住民交流費 1, 100,

教育文化費   385,

生活安全費   170,

快適環境費   597,

地域福祉費 1, 100,

積立金   1, 200,

予備費   1, OoO,

コミュニイ活動費

46,433円

655,050円

653,993円

247,036円

305,550円

3ol,820円

199,710円

007,034円

367,643円

130,910円

558,389円

065,990円

200,000円

0円

5 ,  1 3 1 ,  2 0 0円   5, 13 1 ,  2 0 0円

報ln‐費     210 , 0 0 0円    210, 0 0 0円

次期繰越金  1, 490,  3 9 0円   3, 92 8 ,  7 1 1円

合計   18,60 2 , 5 9 0円  18,653 , 9 9 3円

(いずれの科 日も予算額を下回つた。)

く公民館会計決算報告の概要 >

収入の部、支出の部 と )ヽ項のみ記載。 日の詳細は決算書を参照。

5,

1 8,

決算額

2,

2,

1,

1,

1,

決算額

000円  15,022 , 0 0 0円

000円   3,980 , 8 1 6円

000円    199, 8 8 6円

921円   6,094 , 9 2 1円

921円  25,297 , 6 2 3円

決算額

000円   8,925 , 4 1 7円

000円   90, 7 4 , 3 4 8円

000円   1,663 , 6 2 7円

000円    457, 1 0 0円

000円          o円

000円

050円

590円

000円

000円

000円

000円

000円

000円

000円

000円

000円

000円

000円

収入の部 予算額

指定管理料 15, 022,

使用料    3, 820,

その他収入   200,

繰越金    6, 094,

合 計    25, 136,

支出の部 予算額

人件費

管理費

運営費

消費税

予備費

9,400,

9, 990,

2, 170,

450,

1, 000,



繰越金   2,126, 9 2 1円  5,

合計 25, 136, 921円  25,

1

2

7 7 , 1 3 1円

97,623円

両決算書に対す

(5)平 成 23年 度決算監

査報告に関する件

(6)平 成 24年 度予算案

承認に関する件

報告の後、議長は出席者に意見を求めたが、

る質問は無かった。

山中事務局長から、去る4月 18日 (水)桔 lTが丘公民館 1

02号 室において自治連合協議会監事の東和伯氏、日合豪氏に

よる会計監査を受けた結果について、両氏からの監査報告書を

読み上げた。

その内容は 「平成 23年 度の両会計とも、出納帳および会計

帳簿等の関係書類を確認 し監査 した結果、適正に処理されてい

る事を認めます。Jで あった。

引き続き議長から、平成 23年 1■協議会会計決算及び公民館

会計決算並びに会計監査報告の承認を求めたところ、全員異議

無く承認された。

大垣協議会総務委員長から、平成 24年 度協議会会計予算案

について、各委員会、2f.会から提ltされた事業計画の予算額に

もとづきlt務委員会で全体予算案を作成 したので協議いただき

たい旨を述べた.

く提案された協議会会計予算案の概要>

収入の部 前年度予算額 平成 24年 度予算額

会費    1,O00,ooo円  1,000,000円

交付金  10,915,200円  15,618,400円

補助金     260, 000円     160, 000円

助成/‐・     552, 340円           o円

報償費     210, 000円     150, 000円

雑収入      10,000円     20,000円

ll■越金    5, 655,050円   3, 928, 711円

合計   18,602,590円  20,877.111円

交付金が大幅に増額になっているのは、人件費が公民館

指定管理料から470万 円が振替られた為。

全体として収入額が増額となつているが、人件費の振替

を除くと昨年比3, 200円 増に留まる。

・ 市社脇からの補助金も規則改定により減額、各frの補助

金もなく、従つて財政的には厳しい年度となる。



別途に、宝くじ助成金が 19o万 円の助成が決定。防災

備品の購入は出来ることになる。

収入予算額について以上の補足説明があつた。

支出の部 前年度予算額 平成 24年 度予算額

総務費 3, 187, 000円   7, 926, 200円

企画運営費   350, 000円     300, 000円

広報費     322, 000円     385, 000円

健康推進費 2, 360, 000円   21 370, 000円

住民交流費 1, 100, 000円   1, 120, 000円

教育文化費   385, 000円     431, 000円

生活安全費   170, 000円     140, 000円

快適環境費   597, 000円     473, 500円

地域福祉費 1, 100, 000円   1, 140, 000円

積立金   1, 200, 000円     200, 00o円

予備費   1, 00o, 000円   1, 000, 000円

コミュニイ活動費

5,131,200円   5,131,400円

報償費     210, 000円     150, 000円

次期繰越金 1, 490, 390円     110, oll円

合計   18, 602, 590円  20,877, 111円

・ 総務費の前年比増は人件費470万 円及びビジョン新規

事業費を組み込んだ為。

・ 備品購入費は防災備品の倉庫の購入に当てる。

・ 積立金は車両買換積立金のみとしたい。

以上の補足説明があった。

引き続き松村事務局次長から、平成 24年 度公民館会計予算

案について提案があった。

く提案された公民館会計予算案の概要>

収入の部 前年度予算額 平成 24年 度予算額

指定管理料 15, 022, 000円   9, 898, 000円

交付金            o円   4, 700, 000円

使 用料    3, 820, 000円   4, 000, 000円

その他収入   200, 000円     200, 000円

繰越金   6, 094, 921円   5, 177, 131円

合計   25, 136, 921円  23, 975, 131円

。 人件費は協議会会計から振替予定。
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(7)平 成 24年 度 自治連

合協議会会長等及び理事監

事の承認に関する件。

文出の部 前年度予算額      平成 24年 度予算額

人件費   9,400,000円  9,400,000円

管理費   9, 990, 000円   9, 214, 000円

運営費   2,170,000円  2,253,000円

消費T・L    450,000円    460,000円

予備費   1,000,000円   2,000,000円

繰越金   2,126,921円    648,131円

合計   25,136,921円  23,975,131円

項目の目の詳細は資料参照

指定管理料は42万 円減になつているが、積算の結果使

用料収入が増となったため.但 し指定管理料は今後 3年

間据置きとなる。

辻森代表幹事から、「協議会会計で健康推進部会から出されて

いた桔梗が丘体操会 10周 年記念事業費は縮小になつた。」と述

べた。

引き続き、議長は出席者に質問を求めた。

Q人 件費算出の根拠は分かるか。

A過 去の実績と予測に基づき、市側で積算している。

引き続き、人件費及び公民館会計の今後の見通し、繰越金対

策等 (必要な備品の購入を多めに進めた)に ついて意見交換が

あつた。

消費税の算出に質問があったので 度調査することになっ

た。

予算上の見かけの数字に惑わされないようにl■意 して運営

していくことも必要との意見集約がされた。

引き続き議長から、平成 24年 度協議会会計予算案及び公民

館会計予算案の承認を求めたところ、全員異議無く承認された。

辻森協議会会長から、平成 24年 度自治連合協議会会長等及

び理事 監事の選任の経過と、以下の方々を候補者として定時

総会に諮 りたい旨を述べた。

会長  辻森 保蔵   (自 治連合会代表幹事)

副会長 人垣 孝彦   (総 務委員長)

副会長 上円 博    (自 治連合会日1代表幹事)

理事  河合 進    (自 治連合会第 1ブ ロック幹事)

理事  武仲 元男   (自 治連合会第 2プ ロック幹事)
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理事  東  弘文

理事  阪本 忠士

理事  野邊 薫

理事  高槻 茂夫

理事  廣岡 貞之

理事  竹原 啓子

理事  吉野 孝司

理事  加納 康嗣

理事  梅本 久子

理事  中村 満

■■事  山1■ 晃

理事  松村 勲

監事  日合 豪

監事  福森 譲

議長は以上の選任について意見を求めたところ、全員異議無

く承認された。

(自治連合会第4ブ ロック幹事)

(企画運営委員長)

(広報委員長)

(健康推進部会長)

(住民交流部会長)

(教育文化部会長)

(生活安全部会長)

(決適環境部会長)

(地域福祉部会長)

(公民館長)

(事務局長)

(事務局次長)

(8)平 成 24年 度定時総 1 辻森会長から、定時総会に来賓者として次の方々を招きたい

会来賓招待者承認に関する 1旨を述べた。

件。           1  名張市長           亀井 利克殿

名張市市会議員

名張市地域部長

地域部地域経営室長

文化生涯学習室長

名張市教育長

桔梗が丘交番所長

渚張消防署桔梗が丘分署長

星任について意見を求めたところ、全員異議無

くの審議は全て終了した。

こから、 F`成 23年 度末の自治連合会の会計報

川合 滋殿

奥村 和子殿

大西 利和殿

杉森 ―徳殿

上島 和久殿

中村 健太郎殿

栢木 保殿

(1)平 成 23年 度末の 1告が別添資料に基づき概ね次のように報告があった.

自治連合会の会計報告.  1 収入の部は会費 240, 000円 及び繰越金 348, 943

円、雑収入 56円 を合わせて588, 999円 。

支出の部は会議費46, 702円 、ブロック懇親会 34, 0
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(2)平 成 24年 度公民

館運営委審議会委員及び運

営委員の委嘱について。

(3)平 成 24年 度各種

助成金の中請結果報告

その他

(1)名 張クリーン大作戦

への参力Πお願い。

00円 、桔梗同友会懇親会負担金とお礼 7

費 30, 000円 、合計 180, 702円 。

297円 を平成 24年 度への繰越金とした.

以上報告があった。

辻森代表幹事から、「平成 24年 度はブロ

催できるようご配慮願いたい。Jと 述べた。

0,000円 、慶弔

従つて残高408,

ック懇親会を21●1開

引き続き松村事務局次長から、平成 24年 度末現在の、旧桔

梗が丘区長会から引き継いだ資金の明細の報告があった。

普通預金を全て解約 して平成 24年 1月 18日 、定期預金

|こした。金額 1, 385, 457円 。

上記以外の定期預金は資料記載の通 り。従つて平成 24年

3月 31日 現在の定期預金額合計は3, 575, 046円 .

以上の報告があった。

山中事務局長から、平成 24年 度公民館運営審議会委員及び

II営委員について、別添資料記載の各氏に対 して委員を委嘱 し

た旨報告があった。

辻森協議会会長から、 2件 の助成金申請の結果について概ね

次のように報告があった。

(1)コ ミュニティ助成事業助成金 (■くじ社会貢献広報事業)

地域防災育成事業として中請をした所、 190万 円の助成

が決定した。備品の内容は発電機、簡易 トイレ、給水器等で

す。具体的な作業は今後詰めていく事としたい。尚、収lAl用

の倉庫を購入しなければならないと考えている。

その他、桔梗が丘地域内の自治会では 1番 町区に対して 18

0万 円の助成が決定した。

(2)子 どもゆめ基金助成金

協議会の教育文化部会の活動を対象に申請をしたが認めら

れなかった.

辻森代表幹事から、各自治会 (区)長宛てに名張市環境対策室

より、 6月 3日 (日)実 施される 「名張クリーン大作戦 201

2」 に団体参加の要請書が郵送されたと思 う。各自治会 (区)で

検討の上、出来る所は参カロ頂きたい旨を述べた。
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(2)自 治連合会懇親会開 1 辻森代表幹事から、「5月 26日 (土)赤 目山水園にて新旧の

催について        1自 治会長 区長の懇親会を計画したので、是非ご参加頂きたい。J

会への参加について。   |し たい。自治連合会内規の第 3条 第3項 にも定められてい旨も、

併せて述べた。

(4)自 治連合会内規につにつ 1 辻森代表幹事から、桔梗が丘自治連合会内規を配付したので、

いて           1新 しい代表者の方はご確認いただきたい旨を述べた。

(5)「 子どもを守る家J夕 1 辻森代表幹事から、「先日事務局から新名簿に基づいた 「子ど

ペス トリー配布について  |も を守る家Jタ ベス トリー配布されたので、各協力家庭にお届

け頂きたい。」と述べた。

(6)地 域づくり代裏者会 1 辻森代表幹事から、 4月 18日 (水)開 催された地域づくり

議の報告。         1代 表者会議について 3点 報告があった。

と述べた。(詳細は配布した案内書参照)

(3)協 議会の委員会 部 1 辻森代表幹事から、協議会の委員会 部会への参加をお願い

)各種被表彰者の対象者の発表があり、桔梗が

武ヽ仲区長が表彰される旨報告があった。

室の依頼があつた行方不明者は岐阜県で発見さ

ヒ火大会の協力依頼があったが、具体的内容は

,、次の2点の報告があつた。

く配食ボランティア友～友の活動支援>

4月 の回覧でお願いをした配食ボランティア友～友の配達員

の募集は7名 の方が申し出られた。

<桔 梗が丘消防班>

田合班長から、各地区で防災訓練等を実施する場合の協力体

制につてお願い状が届いているので、その際はご配慮願いたい。

桔梗が丘消防班の平成 24年 度の団員数は24名 となった。

募集に協力にお礼があつた。

く人権擁護委員の選任>

名張市からの依頼で、人権擁護委員の選任が必要です。適任

者があれば推薦を頂きたい。
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以上で議事は終了した。

議   長

議事録署名

議事録署嶽´〃ジ④
次回開催予定 平成 24年 6月 16日 (土)19時 30分

桔梗が丘公民館 大会議室
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